






要約: 1996 年 1 月より 1997 年 1 月にかけて 1592 名の新生児を対象に尿 R 濾紙をもちい

てパイロットスタディを施行した。採尿方法は5-7 生日の新生児から採取し、尿を濾紙に

しみこませ、十分乾燥させたあと、凍結状態で保存、搬送した。尿の分析は日本医用マス

スペクトル学会臨床用条件検討小委員会が検討した方法をもちいて島津 QP-5000 で測定し

た。本法をもちいて既に診断の確立した代謝異常症を検討したところ、sensitivity は 1OO%

であった。ウレアーゼ処理法は有機酸のみでなく、糖質、核酸、アミノ酸なども検出する

ことか可能なため、最初、この方法ではピークが繁雑すぎるのではないかとの危惧もあっ

たが、通常の尿ではそのようなことはなく有機酸血症のスクリーニングには優れた方法で

あると考えられた。今回、尿中 VMA, HVA 高値の患者が 1名発見されたが、薬剤(ドーパミ

ン製剤)によるものと考えられた。分析結果の検討には使用薬剤の影響を考慮することか

重要で、投薬中の新生児では注意を要すると考えられた。現時点までの 1592 名の新生児

スクりーニングでは先天性代謝異常症の患者は発見されていない。今後、採尿時期、対象

疾患の再選定などを検討する予定である。なおこのパイロットスタディと同期間中、何ら

かの症状を示したり、訴えたりしたハイリスク児のスクリーニングも並行して施行したが、

ホモゲンチジン酸を大量に排泄しているアルカプトン尿症患児が発見され、ウレアーゼ処

理法はハイリスク児のスクリーニングにも有用と考えられた。


